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今年も残すところわずかとなりましたが、みなさまにおかれましてはお変わりなくお過ごしでしょうか。寒さも

一段と厳しくなってまいりましたので、どうぞご自愛ください。あっという間に１年が終わろうとしています。 

本年も本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございました。来年も引き続き、子どもたちの

健やかな成長のために努めてまいりますので、何卒よろしくお願い申し上げます。良いお年をお過ごしください。 

 

 

 

 

 

        

          

東諸県郡小中音楽大会を終えて１１月５日（火）に東諸県郡小中音楽大会が行われました。緊張が感じられないぐ

らい、力強く大きな声で歌い上げ、「今までの中で一番すばらしい歌声だった」と音楽の浜月先生はおっしゃってい

ました。やはり、「練習は裏切らない」ですね。努力した分「結果」につながるのです。「歌声委員会の９人のみなさ

ん」指揮者 兵頭さん 伴奏 中畑さん お疲れ様でした。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

～新しいタブレットが町から配られました～ 

・先日、町から新しいタブレットが生徒たちに配付され、使用しています。冬休みの課題もでておりますので、持

ち帰りをしていますが、（冬休みも持ち帰ります）くれぐれも取り扱いには十分注意して使用するよう、保護者の

みなさまからも声をかけていただき、見届けもよろしくお願いいたします。 

中学生講演会 

・１１月１２日（水）にアリーナくにとみで「中学生講演会」が行われました。タレント・俳優・コメンテーター

のサヘル・ローズさんが来られて、彼女の生い立ちから中学時代の壮絶ないじめを経て今に至るまでの話を伺い

ました。私は、「自分探しはしなくていい。自分はいる。今いる自分でいい。」「本は知識をくれた。」「努力をした

自分は誇れる。」「失敗するということは、他のやり方があると気付く事ができる。」という言葉を聞いて、勇気を

もらえました。みなさんは、サヘルさんのどんな話や言葉が心に残りましたか。 

 

 

 

～記 紀 未 来 塾～ ※記紀は（古事記と日本書紀のことです。） 

・１１月２１日（金）に、本校にて記紀未来塾が開催されました。講師として、宮崎県立看護大学の大舘教授が来

られて八代や宮崎の歴史について話をしていただきました。ふるさとを知り・考え・誇りをもてる生徒を育成する

という目的で来ていただき、最初に、「八代」という地名の由来を教えてもらいました。それを聞いて、「へー」と

子供たちも声をあげていました。（詳しくは、子どもたちに聞いてください。）「八代」という地名は、和妙類朱聚

抄（わみょうるいじゅしょう）という平安時代中期に作られた辞書の中にすでに名前が出て来ていることや大坪の

一本桜にちなんで、「さくら」の言葉の由来も教えていただきました。最後の質問コーナーは、たくさんの生徒が

手を挙げて質問し、時間がきてしまい質問できなかった生徒は悔しがるほどでした。髙橋さん（１年）がお礼の言

葉を述べてくれました。自分たちが育った地区にどんな神話や歴史があるのか、それが今どう現在に至っているの

か「過去を知る」ことで、「今が見えてくる」ことのおもしろさを体験したのではないでしょうか。 

 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

調理実習（２年）生姜焼きを作りました！ 

・２年生が調理実習を行い、「生姜焼き」を作りました。各班協力しておいしい生姜焼きができあがったようです。 

見ていたら、てきぱきと動けるようになってきました！ 

 

    ～放課後ボランティア～ 

・１２月１２日（金）に、生徒会主催で校外ボランティアを行いました。

１年生６名、２年生７名、３年生９名が参加し、川上神社や駐車場の落ち

葉を集めました。駐車場やいつも地域を見守ってくれている神社が大変

美しくなりました。自分たちが使っている場所（学校含め）や地域が美し

くなると、気持ちがいいですね。参加したみなさん、いつもありがとうご

ざいます。 

            ～農業施設訪問（１年）～ 

・１１月２８日（金）に総合的な学習の時間を使って、早川農苑（綾町）と三名・太田原の集荷場（国富町）に農

業施設訪問を行いました。早川農苑では、今の農業についてや農業に対する思い等を聞き、その後にんじんの収穫

を行いました。子どもたちが収穫したにんじんは、Foodalyさんに出荷されたそうです。太田原出荷場では、野菜

が出荷場から市場に出るまでの工程を具体的に教えていただきました。自分たちの口に入るまでに、農家さんや出

荷場で働く方々の努力や苦労があり、どのような過程を経て、出荷されているのかが分かると、食べ物は大事にお

いしくいただかないといけないと子どもたちも感じたようです。今後、子どもたちが自分の将来を考えるのに、た

いへんいい機会となりました。ご協力いただいた事業所の方々に感謝申し上げます。 

 

お願い 遅刻・欠席の連絡は、大変お忙しいとは思いますが、子どもたちの出席確認を教室にて８時には行いま

すので、７時５０分までにお願いいたします。よろしくお願いいたします。 

☆掃除の時間を通して思うこと☆ 

私は、いつも職員室や印刷室、玄関周りの清掃を生

徒たちと行うのですが、いつも子どもたちに関心さ

せられます。私が頼んだ以上のことを子どもたちが

気づいて「～しましょうか。」と言って掃除してくれ

ます。先日、お客様が来られた時に、「学校がきれい」

と褒めていただきました。普段から、清掃は「究極の

ボランティア」と言って人のために動ける人は、周り

の人から大切にされると話はするのですが、この生

徒たちは、これからの八代に欠かせない人材になっ

ていくこと間違いなしと感じています。 


